
1月25日（金）13：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相模鉄道

246

インフルエンザ対策 ～予防から治療までのお薬について知ろう！～
　毎年冬に猛威を振るうインフルエンザ
ウィルス。治療薬の種類も増えてきました。
予防薬としてのワクチン接種から治療薬
の使用方法まで、薬を使った有効なイン
フルエンザ対策について、当院の薬剤師
がお話します。

講 

師

さがみ野中央病院
薬剤科

宮田 由紀 薬剤師

次回予告
2月下旬開催予定

1月30日（水）14：00～15：30

心臓にできる腫瘍について ～気になる症状とその治療法～
　「腫瘍」と聞くと、何を思い浮かべます
か？多くの方は「肺や胃にできるがん」を
まず考える方も多く、また大きな病気とし
て構えてしまうものではないでしょうか。
　今回は、心臓の中に腫瘍ができる
「心臓腫瘍」について、症状や治療法を
分かりやすく説明します。

講 

師

大和成和病院
心臓血管外科

辻 麻衣子 医師

次回予告
2月27日（水）開催

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバス

大和成和病院 1階 ロビー

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

状
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

⑷
め
ま
い
・
失
神

　

こ
の
原
因
は
、
心
臓
病
（
特
に

不
整
脈
）
／
脳
循
環
障
害
／
内
耳

の
病
気
／
て
ん
か
ん
な
ど
幅
広

く
、
症
状
や
経
過
か
ら
だ
け
で
は

確
定
診
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
胸
の
中
が
ド
キ
ド
キ

す
る
」「
脈
が
飛
ぶ
・
急
に
ト
ク

ト
ク
と
速
く
な
る
」
な
ど
は
、
不

整
脈
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不

整
脈
に
は
、
危
険
な
も
の
と
あ
ま

り
危
険
で
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ

れ
が
原
因
で
急
に
心
拍
出
量
が
下

が
り
、
脳
や
内
耳
の
血
流
低
下
が

起
こ
る
と
、
め
ま
い
や
失
神
を
生

じ
ま
す
。
め
ま
い
や
失
神
は
、
心

臓
病
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
そ
の
専
門
評
価
が
必
要

で
す
。〈
前
号
よ
り
倉
田
院
長
談
〉 

る
呼
吸
困
難
を
「
心
臓
喘
息
」
と

い
い
ま
す
。

　

肺
血
流
の
う
っ
帯
に
よ
り
肺
が

拡
張
し
に
く
く
な
る
と
、
頻
呼
吸

に
な
っ
て
息
切
れ
を
自
覚
し
ま

す
。
坐
位
に
な
る
と
静
脈
還
流
量

が
減
少
し
、
前
負
荷
が
軽
減
す
る

の
で
呼
吸
が
楽
に
な
る
こ
と
か

ら
、
心
不
全
患
者
さ
ま
の
こ
の
坐

位
体
勢
を
「
起き
ざ
こ
き
ゅ
う

坐
呼
吸
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。「
臥
位
に
な
る
と
呼

吸
が
苦
し
く
な
る
」「
息
苦
し
く

て
眠
れ
な
い
」「
就
寝
後
、
数
時

間
で
呼
吸
困
難
で
目
が
覚
め
る
」

な
ど
は
、
心
不
全
を
示
唆
す
る
症

　
（
前
号
か
ら
続
く
／
以
下
、
倉

田
院
長
）次
の
症
状
も
重
要
で
す
。

⑶
呼
吸
困
難

　

心
臓
は
肺
で
酸
素
を
得
た
血
液

を
、
全
身
に
送
る
“
ポ
ン
プ
”
で

す
。ポ
ン
プ
機
能
が
低
下
す
る
と
、

う
っ
滞
し
た
肺
静
脈
が
末
梢
気
管

支
を
圧
迫
し
、
気
管
支
喘
息
に
よ

く
似
た
「
喘ぜ
ん
め
い鳴
」
を
生
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
心
不
全
に
よ

　

循
環
器
専
門
病
院
・
大
和
成
和
病
院
の
院
長
・
倉
田
篤

医
師
が
、
心
臓
に
関
係
す
る
病
気
や
症
状
で
注
意
す
べ
き

内
容
を
解
説
し
ま
す
。　
　

※
前
号
か
ら
続
く
連
載
記
事

な
た
も
猫
背
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
意
識
し
て
そ
の
都

度
、
体
の
姿
勢
を
な
お
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の

運
動
習
慣
も
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

治
療
の
中
心
と
な
る
の
は
、
私

た
ち
理
学
療
法
士
も
関
わ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
肩
の
重

さ
や
違
和
感
、
痛
み
な
ど
初
期
症

状
は
様
々
な
の
で
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
早
め
に
整
形
外
科
を
受

診
し
、リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
月
〜

土
曜
日
ま
で
、
整
形
外
科
の
外
来

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
受
診
が
可
能
で
す
。
特
に
リ
ハ

ビ
リ
で
は
、
私
を
含
め
た
国
家
資

格
を
も
つ
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
施
術
す

る
の
で
是
非
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

て
い
る
理
学
療
法
士
・
栗
澤
高
輝

さ
ん
（
さ
が
み
野
中
央
病
院
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
所
属
）
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

　
（
栗
澤
さ
ん
）「『
四
十
肩
・

五
十
肩
』
と
呼
ば
れ
る
『
肩
関
節

周
囲
炎
』
で
怖
い
の
は
、
治
る
ま

で
の
長
さ
で
す
。
１
年
以
上
か
か

る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
そ
の
間

の
不
自
由
さ
を
想
像
す
る
と
ゾ
っ

と
し
ま
す
よ
ね
。
こ
の
よ
う
に

『
四
十
肩
・
五
十
肩
』と
い
っ
て
も
、

甘
く
み
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

発
症
の
原
因
と
し
て
、
普
段
の

姿
勢
や
運
動
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
『
猫
背
』
で
あ
る

頭
が
体
よ
り
前
に
出
て
い
る
姿
勢

は
、
要
注
意
！
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や

家
事
で
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
あ

　
「
四
十
肩
・
五
十
肩
」
は
正
式

に
は
、「
肩
関
節
周
囲
炎
」
と
い

う
病
気
で
す
。
40
～
60
歳
代
で
発

症
し
や
す
く
、
肩
が
痛
み
、
動
き

が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ひ

ど
く
な
る
と
夜
間
に
目
が
覚
め
て

し
ま
う
程
の
痛
み
を
と
も
な
い
、

腕
が
上
が
ら
ず
、
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
ま
す
。

　
「
肩
関
節
周
囲
炎
」
を
含
め
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ

大和成和病院
循環器内科 副部長
土井尻 達紀 医師

り
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
健
康
に

と
っ
て
〈
動
脈
硬
化
を
抑
え
る
〉

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
重
要
な
の
は
、
生

活
習
慣
の
改
善
で
す
。
塩
分
・
脂

質
を
控
え
る
／
血
圧
を
抑
え
る
／

油
物
を
控
え
る
な
ど
の
健
全
な
食

生
活
や
適
度
な
運
動
が
、
動
脈
硬

化
を
抑
え
る
た
め
に
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
も
Ｐ
Ａ

Ｄ
の
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
ニ
コ

チ
ン
は
末
梢
の
血
管
、
つ
ま
り
手

足
の
先
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
血

流
を
低
下
さ
せ
ま
す
の
で
、
た
ば

こ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

  

治
療
は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以

前
に
こ
の
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

の
予
防
や
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
方

は
再
発
を
防
ぐ
重
要
性
を
認
識
し

ま
し
ょ
う
。

　

治
療
や
予
防
の
相
談
な
ど
は
、

お
気
軽
に
大
和
成
和
病
院
を
ご
受

診
く
だ
さ
い
」。（
大
和
成
和
病
院

☎︎
０
４
６
・
２
７
８
・
３
９
１
１
）

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
）
へ
向
け
て

カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
ガ
イ
ド

ワ
イ
ヤ
ー
で
病
変
部
の
先
ま
で
通

し
ま
す
。
こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
乗
っ

て
い
る
『
バ
ル
ー
ン
』
で
閉
塞
部

を
押
し
広
げ
、
血
液
が
流
れ
や
す

い
状
態
に
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
『
ス
テ
ン

ト
』
を
留
置
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
治
療
時
間
は
、
お
よ
そ

30
分
～
２
時
間
程
度
で
す
。

◇
予
防
・
再
発
防
止
の
た
め
に

　

Ｐ
Ａ
Ｄ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

▽
血
行
再
建

　

詰
ま
っ
て
い
る
血
管
を
広
げ
た

り
、
バ
イ
パ
ス
を
用
い
て
足
の
先

に
血
液
を
流
す
と
い
っ
た
〈
血
流

の
悪
化
を
根
本
か
ら
治
療
す
る
〉

方
法
で
す
。
こ
こ
数
年
で
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
に
関
す
る
医
療
機
器
の

開
発
が
発
達
し
て
い
る
背
景
も
あ

り
、
当
院
で
は
、
こ
の
Ｐ
Ａ
Ｄ
に

対
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
具
体
的
な
治
療
内
容

　

ま
ず
病
変
箇
所
（
血
管
が
狭
く

　
（
以
下
、
土
井
尻
医
師
）「
末
梢

動
脈
疾
患
（
Ｐ
Ａ
Ｄ
）
の
治
療
は
、

大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。　

▽
非
血
行
再
建

　

薬
物
療
法
と
運
動
療
法
が
あ
り

ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
、
服
薬
で

足
の
血
流
の
改
善
を
促
し
ま
す
。

運
動
療
法
で
は
、
歩
く
こ
と
で
手

足
の
血
流
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
起
き
る
病
気
の
一
つ
が
「
末
梢
動
脈
疾
患
」
で
、
手
足
の

血
流
が
悪
化
し
て
切
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。大
和
成
和
病
院
の
循
環
器
内
科
・

土
井
尻
達
紀
医
師
に
、
こ
の
病
気
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

の
項
目
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
、
オ
プ
シ
ョ
ン
や
病
院

の
外
来
で
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

動
脈
硬
化
は
多
く
の
病
気
を
引

き
起
こ
す
病
気
の
根
源
で
す
。
血

液
の
状
態
や
手
足
、
歩
行
に
不
安

を
も
つ
人
は
、
是
非
一
度
受
け
て

み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

や
潰
瘍
が
で
き
て
し
ま
い
、
足
の

切
断
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
、
血
管
が
狭
く
な
っ
て

い
る
部
分
を
広
げ
る
「
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
」
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

簡
単
な
検
査
で
わ
か
る

　

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
診
断
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｉ

検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
検

査
は
、
足
首
と
腕
の
血
圧
を
同
時

に
測
定
す
る
検
査
で
す
。
正
常
な

数
値
は
、
腕
と
足
首
の
血
圧
は
同

等
、
ま
た
は
足
の
方
が
や
や
高
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
そ
の
血
管
に
狭
窄
や
閉
塞

が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
位
（
腕
ま
た

は
足
）が
低
い
数
値
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
簡
便
な
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
は
、

残
念
な
が
ら
一
般
的
な
健
康
診
断

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
疾
患
で

す
。
重
度
の
動
脈
硬
化
が
も
た
ら

す
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
う
ち
、

狭
心
症
や
脳
血
管
障
害
を
合
併
し

て
い
る
確
率
は
、
お
よ
そ
60
～

70
％
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

足
や
手
に
十
分
な
血
液
が
行
き

わ
た
ら
な
く
な

る
と
、
し
び
れ

や
冷
感
、
間
歇

性
跛
行
（
少
し

歩
く
と
足
が
痛

く
な
る
）、
安
静

時
疼
痛
（
休
息

時
で
も
足
が
痛

む
）
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
進
行

す
る
と
、
壊え

そ疽

心
臓
・
脳
の
病
気
も
併
発

　
「
末
梢
動
脈
疾
患
（
以
下
、
Ｐ

Ａ
Ｄ
）」
と
は
、
心
臓
の
血
管
あ

る
い
は
脳
の
血
管
を
除
く
体
中
の

血
管
「
末
梢
血
管
」
に
生
じ
た
動

脈
硬
化
に
よ
っ
て
、
主
に
足
や
手

に
十
分
な
量
の
血
液
が
行
き
わ
た

栗澤 高輝 理学療法士

さがみ野中央病院
☎046-233-5110
      海老名市東柏ヶ谷

             6-20-20

倉田 篤 院長
（心臓血管外科）

大和成和病院
☎︎046-278-3911

喫煙者 糖尿病

腎不全・透析治療中
脳血管や冠状動脈に異常が見つかった

脂質異常症
（悪玉コレステロール値140mg/dL
・中性脂肪値150mg/dL以上）

高血圧
（最高血圧140mmHgまたは最低血圧90mmHg以上）

早めに循環器内科を受診しましょう

こんな症状はPADかも！？
要注意を！

こんな症状はPADかも！？
要注意を！

PADのカテーテル治療 ※ステント留置の場合

バルーンで
狭くなっている
部分を広げる

血管が
細くなった部分に
ガイドワイヤー
を通す

ガイドワイヤーに沿って
ステントを進める

カテーテルは抜き、ステントで
血管を広げた状態を保つ

病
院
へ
直
行
す
べ
き
心
臓
病
の
症
状

取
材
協
力
　
大
和
成
和
病
院

実
は
す
ご
く
怖
い「
四
十
肩
・
五
十
肩
」！

末
梢
動
脈
疾
患（
Ｐ
Ａ
Ｄ
）の
治
療
法
と
予
防

大
和
成
和
病
院
・
循
環
器
内
科
　
土
井
尻 

達
紀 
副
部
長

動
脈
硬
化
で
足
の
切
断
も
！

怖
い「
末
梢
動
脈
疾
患
」と
は

倉田院長
連 載 ②
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今月のイチオシ

Recruit Information

大和市 正最寄駅は便利な小田急線、東急線、相鉄線の全４駅！

神奈川を中心に17病院、大学、高齢者施設などを有する医療・介護・福祉・教育の「ふれあいグループ」－。

成和ナーシングプラザ
神奈川県大和市南林間9-8-9　（採用担当：藤中）

☎０４６‒２72‒1515
http://www.fureai-g.or.jp/seiwa-np/

昇給年1回（4月）、賞与年3回（基本給の4.0カ月分※2017年度実績）、交通費全額支給（50,000円迄/月）、社会保険完備、ユニフォーム貸与、車通勤可

医療法人社団 公仁会
介護老人保健施設

待遇

まずはお気軽にお電話くだ
さい。履歴書（写真貼付）と
資格証コピーをご用意の上、
面接の日程を決定いたします。

応 

募

時 

間
日勤／8：30～17：30
夜勤／17：00～9：00 この他、早番・遅番あり

正社員

経験者優遇 キャリアアップ制度有

車通勤可託児所有

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

４駅（中央林間・南林間・鶴間・相模大塚）からの無料シャトルバスで通勤楽々♫
「医療グループで働く」ということ。 研修や保育所も充実。

キャリアアップを含めて
長く安心して
働くことが

できる環境です。

休 

日
年間休日121日＋夏季休暇3日・グループ規程による月間シフト制、
有給休暇（入職後６カ月後から10日分付与）
年間休日121日＋夏季休暇3日・グループ規程による月間シフト制、
有給休暇（入職６カ月後から10日分付与）

職 

種

① 看護師 25万7,000円※～ + 夜勤手当1万4,000円/回
② 准看護師 22万1,100円※～ + 夜勤手当1万2,000円/回
③ 介護福祉士 20万3,500円※～ + 夜勤手当　   7,000円/回
　　（介護職員初任者研修終了、ヘルパー2級などの資格保有者は優遇）　　　　　　　　　　　　※経験５年の例

予
防
接
種
も
ホ
ー
ム
で
受
け
ら
れ
る

暮
ら
し
や
す
い
生
活
空
間

　
（
入
居
者
Ｃ
さ
ん
）「
私
は
こ
の

広
大
な
多
摩
丘
陵
地
帯
に
立
っ
て

い
る
こ
と
が
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
近
く
に
は
有
名
珈
琲
店
や
大

型
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
私

た
ち
は
夫
婦
で
入
居
し
て
い
る
の

で
、
一
緒
に
出
か
け
て
以
前
と
変

わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
維
持
で
き
る

環
境
が
い
い
で
す
。
敷
地
内
に
は

大
小
３
つ
の
庭
園
が
あ
る
の
で
、

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、

夫
婦
部
屋
に
完
備
さ
れ
て
い
る
お

風
呂
や
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
で
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
も
守
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
」。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊ 

　

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
で

は
、
食
事
付
き
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
＝
左
広
告
参
照
。
提
供
す
る

食
事
は
、
当
日
ご
入
居
者
が
召
し

上
が
る
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
。
実

際
の
老
人
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
体

感
で
き
ま
す
。
館
内
の
案
内
は
専

門
職
が
行
な
う
の
で
、
老
人
ホ
ー

ム
を
見
る
の
が
初
め
て
で
も
わ
か

り
や
す
く
「
種
類
・
特
徴
・
違
い
」

を
説
明
し
、「
施
設
選
び
の
ポ
イ

ン
ト
」
な
ど
も
解
説
し
ま
す
。
毎

回
好
評
の
見
学
会
な
の
で
、
予
約

は
必
須
。
個
別
の
相
談
も
で
き
る

の
で
、お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

は
、
階
下
に
協
力
病
院
『
ふ
れ
あ

い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
が
あ
る
こ

と
。
日
々
の
診
察
に
こ
の
病
院
を

利
用
す
る
ほ
か
、
急
な
入
院
や
体

調
変
化
に
も
、
同
じ
建
物
内
を

移
動
す
る
だ
け
な
の
で
安
心
で

す
。
人
工
透
析
を
続
け
て
い
る
他

の
入
居
者
さ
ん
も
い
る
し
、
病
院

か
ら
は
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
療
法
士

さ
ん
が
来
て
、
本
格
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
受
け
ら
れ
る
の

で
、
と
て
も
楽
で
す
」。

入
居
前
か
ら
相
談
対
応

　
（
入
居
者
Ｂ
さ
ん
）「
そ
う
よ
ね
、

私
は
今
は
お
か
げ
さ
ま
で
日
常
的

な
通
院
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、

必
要
に
応
じ
て
老
人
ホ
ー
ム
の
担

当
医
が
往
診
し
て
く
れ
る
の
で
、

常
に
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
入
居

前
に
も
面
談
や
健
康
相
談
が
あ
っ

て
『
頼
り
に
な
る
な
ぁ
』
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」。

　

高
齢
者
に
「
住
み
や
す
い
」
と

人
気
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
・
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
。

入
居
者
に
そ
の
理
由
を
聞
き
ま
し

た
。※
感
想
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

「
階
下
に
病
院
」
と
い
う
安
心
感

　
（
入
居
者
Ａ
さ
ん
）「
な
ん
と

い
っ
て
も
、
入
居
を
決
め
た
理
由

　

○
…
「『
悪
い
と
こ
ろ
を
治
す
』

と
い
う
こ
と
に
限
っ
た
治
療
で
は

な
く
、
年
齢
や
持
病
、
体
質
な
ど

も
ト
ー
タ
ル
に
考
え
て
、
患
者
さ

ま
と
ご
家
族
さ
ま
に
と
っ
て
、
本

当
の
意
味
で
の
『
適
切
な
治
療
』

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
治
療
方

針
を
一
方
的
に
示
す
の
で
は
な

く
、
ご
希
望
や
お
考
え
も
十
分
に

考
慮
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

大
和
成
和
病
院
の
心
臓
外
科
病
棟

長
と
し
て
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
か

ら
回
診
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
病

棟
内
の
全
体
調
整
役
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
毎
週
㈭
午
前

と
第
２
・
４
㈭
午
後
の
外
来
診
療

や
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
、
人

工
血
管
置
換
術
、
僧
帽
弁
形
成
術

な
ど
を
執
刀
。
集
中
治
療
室
室
長

で
も
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
迅
速
な
指

示
や
対
応
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
３
年
前
ま
で
ド
イ
ツ
の

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
で
“
武
者
修

行
”
を
し
て
い
た
関
医
師
。「
ド

イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
は
、
心
臓
病

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
治
療
組
織
や

機
能
、
人
材
が
集
約
さ
れ
て
い
る

地
域
で
、
心
臓
手
術
件
数
は
年
間

３
５
０
０
件
に
も
上
り
ま
す
。
日

本
で
は
少
な
い
症
例
も
担
当
す
る

機
会
が
多
く
な
り
、
手
術
の
腕
を

あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
対

応
で
き
る
外
科
医
に
な
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
渡

欧
し
ま
し
た
」。
こ
の
７
年
間
に
、

現
地
で
専
門
医
（
心
臓
外
科
、
集

中
治
療
）
も
取
得
。
ド
イ
ツ
帰
り

で
も
、
こ
の
資
格
を
有
す
る
医
師

は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

○
…
帰
国
後
、
多
く
の
経
験

が
役
立
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
当
院
は
循
環
器
専
門
病
院
と
し

て
、
日
本
有
数
の
手
術
件
数
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ド
イ

ツ
で
の
経
験
を
活
か
し
て
『
ど
ん

な
こ
と
が
起
き
て
も
冷
静
に
対
応

す
る
』
と
い
う
信
念
の
下
、
日
々

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」。
主

な
大
病
院
で
は
外
来
診
察
と
執
刀

医
、
病
棟
担
当
医
が
異
な
り
ま
す

が
、
同
院
で
は
外
来
か
ら
執
刀
・

病
棟
・
退
院
後
の
診
察
ま
で
、
同

じ
医
師
が
担
当
し
ま
す
。「
チ
ー

ム
医
療
で
も
一
人
ひ
と
り
の
意
見

を
反
映
し
や
す
く
、
患
者
さ
ま
に

と
っ
て
よ
り
良
い
医
療
環
境
だ
と

思
い
ま
す
」。
頼
れ
る
し
っ
か
り

と
し
た
言
葉
で
話
し
ま
し
た
。

関 宏 医師
 （せき ひろし）　　　　

大和成和病院
【心臓血管外科】

外科専門医　 麻酔科標榜医
心臓血管外科専門医
日本周術期経食道心エコー認定医
ドイツ医師免許（心臓外科専門医、集中治療専門医）

ド
イ
ツ
で
の
豊
富
な
経
験
を
還
元

「
ど
ん
な
こ
と
も
的
確
に
対
応
し
た
い
」

こ
の「
人
」に
聞
く

集団リハビリは楽しく実施されている

朗
ら
か
な
看
護
師
が
多
く
所
属
し
て
い
る

援
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
経
験
豊

富
な
看
護
師
が
ご
家
庭
を
訪
問

し
、
看
護
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
安
や
心
配
ご
と
な
ど

も
、
看
護
師
が
ご
本
人
さ
ま
・
ご

家
族
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
、
よ
り

良
い
解
決
策
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
母
体
で
あ
る
『
綾
瀬
厚
生
病

院
』
を
中
心
と
す
る
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
在
宅
療
養
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

病
院
を
退
院
す
る
前
か
ら
、
在

宅
療
養
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

も
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　
︱
︱
︱
綾
瀬
厚
生
病
院
か
ら
受

け
ら
れ
る
支
援
に
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　
（
塩
原
所
長
）「
訪
問
サ
ー
ビ
ス

の
ご
利
用
者
さ
ま
が
、
急
な
診
察

や
治
療
、
検
査
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
に
、
綾
瀬
厚
生
病
院
で
緊
急

受
診
（
救
急
搬
送
）
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
都
合
に
よ
る

『
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
』
も
可
能
で

　
︱
︱
︱
訪
問
対
象
は
、
高
齢
者

だ
け
で
す
か
？

　
（
塩
原
所
長
）「
い
え
、
乳
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
対
象
で
す
。
当

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
幅
広

い
年
齢
層
の
患
者
さ
ま
や
そ
の
ご

家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
・

地
域
で
安
心
し
て
在
宅
療
養
が
で

き
る
よ
う
に
、
24
時
間
体
制
で
支

　
管
理
、
リ
ハ
ビ
リ
）

▽
薬
の
飲
み
方
と
管
理

▽
精
神
的
支
援

▽
終
末
期
の
ケ
ア

が
訪
問
し
、
主
治
医
の
指
示
の
下

で
必
要
な
医
療
処
置
や
看
護
ケ
ア

を
提
供
す
る
も
の
で
す
」

　
︱
︱
︱
看
護
ケ
ア
の
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
塩
原
所
長
）「
主
な
看
護

の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
」

▽
病
状
の
観
察
と
助
言

▽
日
常
生
活
の
援
助（
栄
養・

　
排
泄
・
清
潔
な
ど
）

▽
医
師
の
指
示
に
基
づ
く
医

　
療
的
な
処
置
（
褥
瘡
・
胃

　
瘻
・
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
・

　
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
・
在
宅

　
酸
素
・
人
工
肛
門
な
ど
の

　
︱
︱
︱
そ
も
そ
も
訪
問
看
護
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
（
塩
原
所
長
）「
病
気
や
障
害
を

も
ち
、
ご
家
庭
で
療
養
生
活
を
さ

れ
て
い
る
方
々
の
お
宅
に
看
護
師

　

綾
瀬
を
中
心
と
す
る
神
奈
川
県
の
県
央
地
域
で
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
訪
問
対
象
、

利
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
所
長
の
塩
原
延
子
看
護
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

東京都町田市小山ヶ丘１‒３‒８

八
王
子

町
田

橋
本
駅

相
模
原
駅

多摩境 小
山

ベビー
ザラス

介
護
老
人
保
健
施
設

ふ
れ
あ
い
の
町
田リハビリ

テーション
センター

薬局

Pシニア
レジデンス
町田

シニア
レジデンス
町田

ふれあい
町田

ホスピタル
ココ

介護付有料老人ホーム
シニアレジデンス町田

シニアレジデンス町田の館内を見学しながら、高齢者
施設の違いなどを学んでいただきます。その一環とし
て当日、入居者に提供しているメニューと同じ食事を
召し上がっていただきます。

内 容

申 込

日 時 １月１9日　～３1日土 木

各日午前１１：００～（注）
事前予約が
必要です。

シニアレジデンス町田
　 ０１２０-８６-６５３４

館内

シニアレジ
デンス町田

食事例

老人ホーム
で

  実際のラン
チが

　　食べら
れます♪

主
に
延
命
を
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
医
療
的
処
置
・
緩
和
ケ
ア
・

精
神
的
な
面
を
重
視
し
た
支
援
。

※

す
。地
域
の
基
幹
病
院
で
す
の
で
、

そ
の
ほ
か
の
手
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
期
待
で
き
ま
す
」

　
︱
︱
︱
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　
（
塩
原
所
長
）「
当
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
直
接
お
電
話
な
ど
で
ご
相
談

い
た
だ
く
か
、
か
か
り
つ
け
医
や

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
医
療

保
険
・
介
護
保
険
の
両
方
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
寝
た
き
り

や
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
な
方
、
認
知
症
を
抱
え

て
い
る
方
な
ど
、
幅
広
い
方
を
対

象
に
し
た
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〈
取
材
協
力
〉

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン   

  

☎
０
４
６
７・７
８・１
１
３
２

シニアレジデンス町田

医療・プライベート充実の
老人ホーム

食事付き見学会で体感を

「
住
み
慣
れ
た
自
宅・地
元
で
過
ご
し
た
い」を
叶
え
る

　
　
　
　
　
　
　

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

2



管理栄養士:穴田律子

材 料（1人分）

管理栄養士
が監修 

今月の絶品
ごはん 胃腸の消化を促進

● しょうゆ 8ml
● 酒 5ml
● 砂糖 2g
● みりん 6ml
● 出汁 80ml

金沢の郷土料理「治部煮」に大根おろしを加えることで、大根の
消化酵素「ジアスターゼ」の効果によって胃液の分泌が促されます。
胃腸の消化を促進し、健胃効果が期待できます。

● 鶏もも肉 70ｇ
● 生しいたけ 20g
● かぼちゃ 30ｇ
● にんじん 30ｇ
● 小松菜 15ｇ
● 大根 70ｇ
● 片栗粉 2ｇ
● わさび 適量
● 塩 適量

調
味
料

1人分カロリー：215kcal
／塩分：1.4g

鶏肉の治部煮風
今
春
４
月
よ
り
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校
」
が

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

に
名
称
変
更
し
ま
す
。

一般入試
（理学療法学科、作業療法学科、言語聴覚学科）

1／28（月）～2／7（木）出願期間
2／14（木）試験日
理学療法学科、作業療法学科
▶面接、小論文、英語
言語聴覚学科 ▶面接、作文

一般入試Ⅰ期

看護学科▶面接、英語、国語、
　　　　   選択科目（１科目）
リハ学科 ▶面接、英語、
　　　　   選択科目（１科目）

1／7（月）～1／24（木）出願期間
1／31（木）試験日

下田看護専門学校

一般入試

面接、国語総合、作文、
基礎学力（計算）

1／4（金）～1／22（火）出願期間
1／26（土）試験日

看護・リ
ハビリ

・

医療事
務の

スペシ
ャリス

ト

になろ
う！

試験
科目

試験
科目

試験
科目

医療ビジネス観光情報専門学校

指定校推薦
12／17（月）～1／31（木）出願期間

面接、学科試験ともに免除
（選考を全て在学校校長に一任し、
書類受理と同時に入学許可となります）

茅ヶ崎看護専門学校

一般入試

面接、国語総合、数学、
小論文

2／1（金）～2／22（金）出願期間
3／2（土）試験日

試験
科目

入試のご案内 ー２０１９年度生募集ー

医療・保健・福祉・教育の
「ふれあいグループ」
学校法人 湘南ふれあい学園

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 湘南医療大学
☎0467-88-6611 ☎045-821-0115

☎0558-25-2211☎042-744-9711 ☎0467-86-6011

　

ご
家
族
が
春
に
帰
郷
さ
れ
た
際

な
ど
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
た
一
時

的
な
入
院
透
析
の
受
け
入
れ
を
は

じ
め
と
す
る
柔
軟
な
対
応
が
可
能

な
こ
と
も
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
し
て
の
長
所
で
す
。

　

患
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た

個
別
的
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
お
気
軽

に
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
お
頼
り
く

だ
さ
い
」。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

医
療
連
携
を
と
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
重
大
な
疾
患
に
対
し

て
も
、
迅
速
な
内
科
的
・
外
科
的

治
療
に
対
応
で
き
る
体
制
を
築
い

て
お
り
ま
す
」

一
時
的
な
入
院
透
析
も

　
（
熊
田
医
師
）「
ま
た
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
在
宅
介
護
が
困
難

な
場
合
、
入
院
し
な
が
ら
透
析
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

を
提
供
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

看
護
師
６
名
、
臨
床
工
学
技
士
３

名
、
看
護
助
手
１
名
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
」

重
大
疾
患
に
も
迅
速
に

　
（
熊
田
医
師
）「
人
工
透
析
治
療

を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ま
は
、
動

脈
硬
化
の
進
行
が
早
い
特
徴
が
あ

る
の
で
、『
急
性
心
筋
梗
塞
』や『
下

肢
動
脈
閉
塞
症
』
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
循
環
器
専
門
病
院
と
し
て
名

高
い
大
和
成
和
病
院
と
親
密
な
診

を
使
っ
て
設
置
し
て
い
る
『
透

析
（
腎
）
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
現

在
25
床
の
透
析
ベ
ッ
ド
を
稼
働
さ

せ
、
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
」

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

　
（
熊
田
医
師
）「
透
析
（
腎
）
セ

ン
タ
ー
で
は
、
私
・
熊
田
が
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
と
北
里
大

学
病
院
か
ら
も
専
門
医
師
を
招

き
、
患
者
さ
ま
に
人
工
透
析
治
療

透
析
専
用
ベ
ッ
ド
も
充
実

　
（
熊
田
医
師
）「
地
域
の
“
か
か

り
つ
け
（
医
）”
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
る
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
成
和

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
は
、
19
床
の
入
院

設
備
も
有
す
る
『
有
床
診
療
所
』

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
３
階
の
大
部
分

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
「
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
血
液
透
析

や
入
院
の
設
備
も
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
透
析
（
腎
）
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
熊
田

稔
也
医
師
に
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
透
析
治
療
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
知
識
と
技

術
を
活
か
し
て
、
利
用
者
へ
１

対
１
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
か
ら
施
設
ま
で
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
家
族
が
毎

回
送
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
負

担
や
、
公
共
交
通
機
関
の
時
刻

表
を
確
認
す
る
手
間
も
な
く
、
気

軽
に
通
え
ま
す
。
車
椅
子
対
応
の

バ
ス
も
あ
る
の
で
、
安
心
で
す
。

　

施
設
で
は
、
管
理
栄
養
士
が
バ

ラ
ン
ス
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
も

美
味
し
さ
を
追
求
し
た
昼
食
が
提

供
さ
れ
ま
す
。「
外
出
先
で
の
楽

し
い
ラ
ン
チ
」
と
の
感
覚
で
毎
食

期
待
し
て
い
る
利
用
者
も
多
く
い

ま
す
。

　

希
望
者
に
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
が
あ
る
安
全
性
が
高
い
浴

室
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
付
き
添
い
介

助
も
す
る
の
で
、
自
宅
で
入
浴
が

困
難
な
人
で
も
こ
こ
の
施
設
な

ら
、
安
心
し
て
入
る
こ
と
が
で
き

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
待
で
き
る
レ
ク
や
ラ
ン
チ

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類

を
大
別
す
る
と
、「
集
団
リ
ハ
ビ

リ
」（
グ
ル
ー
プ
な
ど
団
体
で
一

斉
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
）
と
、「
個
別
リ
ハ
ビ
リ
」（
一

人
ひ
と
り
別
々
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
）に
分
か
れ
ま
す
。

　

大
和
市
に
あ
る
「
成
和
ナ
ー
シ

ン
グ
プ
ラ
ザ
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
利
用
時
間
／
朝
10

時
～
夕
方
16
時
）
は
、
特
に
個
別

リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
い
る
施

設
で
す
。
そ
の
利
用
者
の
一
人
ひ

と
り
の
症
状
や
体
力
に
合
わ
せ
た

「
個
別
メ
ニ
ュ
ー
」
を
作
成
し
、

リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
を
も
つ
理

学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
が
、
そ

施
設
な
ど
で
身
体
機
能
改
善
の
た

め
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
い
、
一
日
を
通
し
て
リ
ハ
ビ
リ

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
昼
食
な
ど
）
も
受
け
て

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、文
字
通
り
「
通
い
」
で
「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
受
け
る

こ
と
で
す
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

生
活
し
な
が
ら
、
日
中
は
高
齢
者

成和クリニック
透析（腎）センター長

熊田 稔也 医師

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
ク
イ
ズ
や
頭
の
体
操
の
ほ

か
、雑
学
を
楽
し
く
学
ん
だ
り
と
、

毎
日
異
な
る
内
容
を
提
供
し
て
い

る
の
で
飽
き
る
こ
と
な
く
、
こ
こ

は
「
リ
ハ
ビ
リ
の
訓
練
所
」
と
い

う
よ
り
も
、「
日
中
の
数
時
間
、

同
世
代
と
楽
し
ん
で
過
ご
せ
る
場

所
」
と
考
え
て
通
っ
て
い
る
人
が

多
い
施
設
で
す
。

　

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
は
「
ま
ず
は
、
見
学
だ
け

で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

お問合せ ☎０４６２ー７２ー１５１５（日祝を除く９：００～１７：００）

9：00

10：00

自宅にお迎え

11：00 午前のレクリエーション

12：00 ● 昼食 ● 休憩・自由時間 ● 口腔ケア

15：00 ● おやつ  ● 午後のレクリエーション

16：00 ● 帰りのあいさつ  ● 自宅にお送り

13：30
● 入浴（希望者のみ）
● 自主活動
   （テーブルゲーム・読書・運動・ぬり絵・工作など）
● 音楽活動（合唱・カラオケ）

● 健康チェック（体温・血圧など）
● 朝のあいさつ
● 本日のプログラムを紹介
● 体操（身体、口腔）

一日の主なスケジュール

理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
に
よ
る

個
別
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

皆さまが健康で明るく、楽しく生活できるようにー。

成和ナーシングプラザ
通所リハビリテーション

神奈川県大和市南林間9-8-9

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅鶴間

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

成和
ナーシング
プラザ

大和成和
病院
大和成和
病院

成和クリニック
神奈川県大和市西鶴間5-3488-7 

046-264-3911
http://www.fureai-g.or.jp/seiwa-clinic/

3F

2F

1F 売店 受付 診察室１～５

処置室ほか

臨床
検査室

ナースステーション
ほか 浴室ほか

リカバリーほか 病室

病
室

面談室

透析（腎）
センター

　
「
日
々
の
診
療
だ
け
で
な
く
、

　
　
　

透
析〈　

  

〉も
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
」

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
熊
田
稔
也 

医
師

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
だ
け
じ
ゃ
な
い

　
　

同
世
代
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
６
時
間

一般入試日程

１回目

2回目

1/4（金）

1/22（火）
〜 1/26

（土）
2/5
（火）

2/16
（土）

2/26
（火）

1/29（火）

2/12（火）
〜

出願期間
（必着） 合格発表試験日

下田看護専門学校
お問合せ：☎０５５８‒２５‒２２１１

静岡県下田市柿崎２８９

に
よ
っ
て
、
専
門
知
識
と
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
看
護
師
育
成
の
専

門
学
校
で
す
。
国
家
試
験
に

対
す
る
独
自
の
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
入
学
時

か
ら
長
期
に
わ
た
る
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

25
病
院
・
49
施
設
を
有
す

る
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」

に
所
属
し
て
い
る
の
で
、
医

療
機
関
（
病
院
）
で
の
実
習

の
ほ
か
、
幼
稚
園
や
介
護
老

　

下
田
看
護
専
門
学
校
は
、
段
階

を
踏
ん
だ
着
実
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
の
社
会
福
祉
専
攻
科
は

通
信
課
程
の
学
科
で
す
。
次
年
度

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
い
人
な

ど
の
た
め
に
、
通
信
教
育
の
方
法

で
学
習
を
進
め
て
い
く
た
め
、
学

習
の
柱
と
な
る
の
は「
自
宅
学
習
・

レ
ポ
ー
ト
作
成
」
と
「
ス
ク
ー
リ

ン
グ
」
で
す
。
福
祉
系
実
務
の
未

経
験
者
に
は
、
同
校
指
定
施
設
で

24
日
間
程
度
の
実
習
（「
相
談
援

助
」
に
関
す
る
も
の
）
を
受
け
る

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医

療
大
学
で
は
、
今
春
開
設
す
る
大

出願

選考

【第6回】 
1／24（木）～2／13（水）
【第7回】 
2／14（木）～2／28（木）

小論文（800字以内）

結果 出願最終日より10日以内

授業料 355,000円
（実習費含む、教材費別）

修業年限 1年6カ月

特典

問
合
せ

厚労省教育訓練給付制度指定講座

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
社会福祉専攻科
☎0467（88）6725

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
社会福祉専攻科

JR茅ヶ崎駅徒歩18分

横浜市戸塚区上品濃 16-48
JR 東戸塚駅から徒歩12分

湘南医療大学・大学院

Ⅰ
期
試
験
日
／
１
月
16
日
㈬

　
　
▽
一
般
入
試

　
　
▽
推
薦
入
試

　
　
▽
社
会
人
特
別
入
試

Ⅱ
期
試
験
日
／
２
月
26
日
㈫

         

▽
一
般
入
試

　
　
▽
推
薦
入
試

　
　
▽
社
会
人
特
別
入
試

Ⅲ
期
試
験
日
／
３
月
18
日
㈪

　
　
▽
一
般
入
試

　
　
▽
推
薦
入
試

　
　
▽
社
会
人
特
別
入
試

　

募
集
要
項（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

や
試
験
科
目
、
出
願
な
ど
は
大
学

公
式
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。
事
前
相
談

は
入
試
事
務
室
☎︎
０
４
５
・
８
２

１
・
０
１
１
５
へ
お
電
話
下
さ
い
。

通
信
教
育
で
国
試
の
受
験
資
格
を

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

新
設
大
学
院
の
入
試
ス
タ
ー
ト
！

湘
南
医
療
大
学

学
院
「
保
健
医
療
学
研
究
科
」〈
修

士
課
程
〉の
入
試
が
始
ま
り
ま
す
。

　

受
験
区
分
は
「
一
般
入
試
」「
推

薦
入
試
」「
社
会
人
特
別
入
試
」

に
分
か
れ
、
入
学
希
望
者
は
そ
れ

ぞ
れ
Ⅰ
期（
１
月
）と
Ⅱ
期（
２
月
）

と
Ⅲ
期
（
３
月
）
の
３
回
、
受
験

で
き
ま
す
。

　
「
厚
労
省
教
育
訓
練
給
付
制
度

指
定
講
座
」
の
た
め
、
各
種
補
助

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
同
校

社
会
福
祉
専
攻
科
へ
お
電
話
を
。

受
験
希
望
者
の
願
書
受
付
開
始

下
田
看
護
専
門
学
校

人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
幅
広
い
実
習
体
験

も
可
能
で
す
。
同
校
卒
業
生
は
、

グ
ル
ー
プ
施
設
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
の
病
院
・
施
設
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
開
校
以
来
、
安
定
し
た

就
職
を
実
現
し
、
奨
学
金
制
度
も

充
実
し
て
い
る
堅
実
な
専
門
学
校

で
す
。
同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
「
ぜ

ひ
一
度
、
学
校
説
明
会
や
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
個
別
訪
問
も

大
歓
迎
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
入
試
の
日
程
は
、
上
表
の

と
お
り
。詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。

通
院

入
院

3



1月31日（木）14：00～15：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

次回予告
2月下旬開催予定

インフルエンザについて ～治療薬を中心に～
　インフルエンザは、「インフルエンザウイ
ルス」を病原体とする急性の呼吸器感染
症で、毎年冬季を中心に多数の患者発
生が問題になっています。風邪との違い
や治療方法などについて、当院の薬剤
師がお話します。

講 

師

綾瀬厚生病院
薬剤科 科長

渡邉 哲也 薬剤師
1月28日（月）11：00～12：00日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

ふれあい町田ホスピタル １階 会議室

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
2月下旬開催予定

骨の一大事！骨粗しょう症の治療と対策 ～ぴんぴんころりは骨から～
　「骨粗しょう症」は女性に多いといわれ
ていますが、男性にも起こり得るもので、
食事や運動が重要です。今できる対策
について、当院の市原眞仁院長代行が
わかりやすく説明いたします。
　是非、この機会にお聞きください。

講 

師

ふれあい町田ホスピタル
整形外科

市原 眞仁 院長代行

ふれあい町田ホスピタル
消化器内科

津田 信吾 医師

と
、
そ
し
て
炎
症
の
な
い
状
態
の

維
持
が
治
療
の
目
標
で
す
。

　
Ｑ
．
外
科
的
治
療
に
つ
い
て
も

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
多
く
の
場
合
、
内
科
的
治

療
で
症
状
が
改
善
し
ま
す
が
、
十

分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
重
症
例

や
大
出
血
、
穿
孔
、
中
毒
性
巨
大

結
腸
症
、
が
ん
化
な
ど
の
重
大
な

合
併
症
に
は
、
手
術
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
基
本
的
に
病

変
が
大
腸
に
限
局
す
る
の
で
、
大

腸
全
摘
出
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
自
分
の
肛
門
で
自
然
に
排

便
で
き
る
よ
う
に
肛
門
を
温
存
す

る
手
術
方
法
が
主
流
で
す
。

　

早
期
発
見
が
、
が
ん
な
ど
の
重

大
疾
患
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
有
効

な
手
立
て
で
す
。
ぜ
ひ
定
期
的
に

内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

　

潰
瘍
を
お
こ
し
て
い
る
大
腸
粘

膜
に
は
、
多
く
の
白
血
球
が
集

ま
っ
て
炎
症
が
続
い
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
異

常
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
腸
管

粘
膜
を
“
外
敵
”
と
認
識
し
て
攻

撃
破
壊
す
る
状
態
が
続
い
て
い
る

の
で
す
。
で
す
の
で
、
粘
血
便
や

血
便
が
出
て
、
ほ
か
に
下
痢
、
腹

痛
、
発
熱
、
体
重
減
少
、
嘔
気
・

嘔
吐
、貧
血
な
ど
も
起
こ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
主
な
治
療
法
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

Ａ
．
薬
物
療
法
の
ほ
か
、
外
科

的
治
療
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
で
は
、
炎
症
を
抑
え

て
症
状
を
鎮
め
、
寛
解
に
導
く
こ

　
Ｑ
．「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
は
ど

の
よ
う
な
病
気
で
す
か
？

　

Ａ
．
大
腸
の
粘
膜
に
、
慢
性
の

炎
症
や
潰
瘍
、
び
ら
ん
（
た
だ

れ
）
が
で
き
る
原
因
不
明
の
病
気

で
す
。
主
な
症
状
は
、
血
便
、
粘

血
便
、
下
痢
や
腹
痛
な
ど
で
す
。

　
Ｑ
．
ど
こ
に
炎
症
な
ど
が
起
き

る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
直
腸
を
中
心
と
し
て
始
ま

り
、
大
腸
全
体
に
ま
で
広
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
腸
の
病
気
は
多
い
で
す
が
、
内
視
鏡
検
査
に
よ
っ
て

が
ん
な
ど
の
重
大
疾
患
も
、
初
期
対
応
で
完
治
で
き
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
津
田
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便
潜
血

検
査
の
結
果
、
血
液
反
応
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
内
視
鏡
検

査
を
行
な
い
ま
す
。

▽
内
視
鏡
検
査
…

炎
症
の
程
度
や
範
囲
が
確
認
で

き
る
の
で
、
症
状
が
な
い
「
寛

解
期
」
で
あ
っ
て
も
、
治
療
内

容
や
服
薬
の
中
止
に
つ
い
て
判

断
す
る
た
め
の
重
要
な
材
料
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
全
大
腸
炎
型

を
発
症
し
た
人
は
、
７
～
８
年

で
が
ん
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
１
～
２
年
に
１
回
は
検
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
海
外
渡
航

歴
や
薬
物
治
療
歴
な
ど
は
、
発

病
初
期
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
腹
痛
や
排
便
に
つ
い
て
は
、

日
頃
か
ら
回
数
や
下
血
の
有
無

を
記
録
し
て
お
く
と
、
い
ざ
診

察
と
い
う
時
に
役
立
ち
ま
す
。

▽
血
液
検
査
…

血
沈
／
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
α２
グ
ロ
ブ
リ

ン
／
血
清
総
タ
ン
パ
ク
／
ア
ル

ブ
ミ
ン
／
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
な
ど

を
、
炎
症
や
栄
養
状
態
の
指
標

と
し
て
測
定
し
ま
す
。

▽
便
潜
血
検
査
…

正
常
な
便
に
も
、
見
え
な
い
程

の
少
量
の
血
液
が
混
ざ
っ
て
い

　

血
便
や
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
、
大
腸
の
粘
膜
に

慢
性
の
た
だ
れ
な
ど
が
で
き
る

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
の
診
断
に

は
、
問
診
の
ほ
か
、
血
液
・
便
潜

血
・
内
視
鏡
の
検
査
な
ど
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

▽
問
診
…

便
の
性
状
／
排
便
回
数
／
腹
部

の
症
状
に
つ
い
て
、
重
点
が
お

作
り
を
し
て
い
ま
す
。
病
室
に
は

各
種
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
そ
ろ
え
、
タ

オ
ル
・
オ
ム
ツ
セ
ッ
ト
（
有
料
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
で
も

入
院
準
備
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
」

　
︱
︱
︱
退
院
後
の
在
宅
生
活
で

の
支
援
は
あ
り
ま
す
か
？

　
（
同
）「
ま
ず
、
ご
入
院
中
か
ら

在
宅
生
活
に
備
え
て
、
ご
家
族
を

対
象
に
し
た
喀
痰
吸
引
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
退
院

し
て
他
の
施
設
へ
入
所
を
希
望
す

る
方
に
対
し
て
は
、
国
家
資
格
を

持
つ
相
談
員
が
円
滑
に
進
む
よ
う

に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
在
宅
生

活
で
は
、
当
院
隣
接
の
『
あ
や
せ

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
＝
２

面
に
掲
載
＝
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
に
よ
り
引
き
続
き
看
護
ケ

ア
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

吸
器
、
酸
素
投
与
（
酸
素
療
法
）、

24
時
間
の
点
滴
が
必
要
な
方
な
ど

も
ご
入
院
い
た
だ
け
ま
す
。

　

最
近
で
は
、『
レ
ス
パ
イ
ト
入

院
』（
介
護
に
疲
れ
た
家
族
の
休

息
の
た
め
の
一
時
的
な
介
護
者
の

入
院
な
ど
）
で
当
院
を
ご
利
用
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
療
養
病
棟
は
、
ど
の
よ

う
な
病
棟
な
の
で
す
か
？

　
（
同
）「
安
全
・
清
潔
・
安
心
な

療
養
生
活
を
第
一
に
考
え
た
環
境

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
療
養
病
棟
を

担
当
し
て
い
る
看
護
ス
タ
ッ
フ
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
療
養
病
床
の
入
院
対
象

を
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
看
護
ス
タ
ッ
フ
）「
急
性
期
治

療
の
終
了
後
、
長
期
に
わ
た
る

疾
病
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
方

や
、
病
状
は
安
定
し
て
い
る
が
自

宅
復
帰
・
在
宅
介
護
に
は
ま
だ
不

安
が
あ
る
方
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
頻
回
の
喀
痰
吸
引
や
人
工
呼

　

綾
瀬
厚
生
病
院
は
、「
一
般
病
床
」
１
０
８
床
（
急
性
期
72
床
、
回
復
期

24
床
、
産
科
12
床
）
に
加
え
て
、
長
期
の
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
慢
性
期

患
者
の
た
め
の
「
療
養
病
床
」
60
床
を
有
し
て
い
る
病
院
で
す
。

要
度
に
応
じ
た
【
医
療
区
分
】、

お
よ
び
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
）

の
自
立
度
の
視
点
に
よ
る
【
Ａ
Ｄ

Ｌ
区
分
】
で
の
包
括
評
価
を
行
な

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

療
養
病
床
は
、
主
に
医
療
必
要

度
の
高
い
患
者
【
医
療
区
分
２
～

３
】
が
対
象
で
す
。
医
療
必
要
度

が
低
い
患
者
【
医
療
区
分
１
】
に

対
し
て
は
、
医
療
保
険
で
は
な
く

介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
施
設

（
老
健
や
介
護
医
療
院
な
ど
）
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

療
養
病
床
の
対
象
と
な
る
患
者

は
、
簡
単
に
言
う
と
「
自
宅
療
養

で
は
不
安
で
大
変
な
人
」
と
な
り

ま
す
。
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る

人
が
多
く
、
医
療
・
看
護
・
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ケ

ア
の
実
施
が
必
要
と
な
る
た
め
、

多
く
の
病
院
で
は
、
医
師
や
看
護

師
、
介
護
士
の
ほ
か
、
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
、 

管
理
栄
養
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
チ
ー
ム

医
療
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
額
で
診
療
を
行
な
う
「
包
括
支

払
制
度
」
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の

制
度
に
よ
っ
て
治
療
や
検
査
が
制

限
さ
れ
る
の
で
、
一
般
病
棟
に
入

院
す
る
期
間
は
お
お
む
ね
３
カ
月

と
な
り
、
退
院
に
な
る
の
で
す
。

◇
療
養
病
床

　

そ
れ
に
対
し
、
療
養
病
棟
は
、

急
性
期
治
療
を
終
え
た
長
期
療
養

を
目
的
と
し
た
専
門
病
床
が
用
意

さ
れ
た
病
棟
で
す
。
入
院
時
か
ら

「
包
括
支
払
制
度
」
で
あ
る
た
め
、

一
般
病
床
の
よ
う
な
検
査
や
治
療

は
多
く
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

入
院
期
間
に
制
限
が
な
く
、
長
期

も
可
能
で
あ
る
た
め
、
安
心
し
て

療
養
生
活
が
送
れ
ま
す
。

入
院
料
の
区
分
と
治
療
体
制

　

国
は
、
急
性
期
を
過
ぎ
た
「
慢

性
期
」
の
患
者
に
対
し
て
は
、
厚

労
省
の
規
定
に
従
い
、
医
療
の
必

と
な
り
、
健
康
保
険
な
ど
で
国
か

ら
大
部
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
入
院
が
３
カ
月
を
経

過
す
る
と
、
急
性
期
の
終
了
と
み

な
さ
れ
、
国
か
ら
決
め
ら
れ
た
一

◇
一
般
病
床

　

主
に
急
性
期
症
状
の
治
療
や
検

査
を
行
な
う
病
床
で
す
。
治
療
や

検
査
の
費
用
は
、
診
療
と
連
動
す

る
出
来
高
払
い（「
診
療
連
動
制
」）

綾瀬厚生病院☎︎ 0467-77-5111
神奈川県綾瀬市深谷中 1-4-16

綾瀬厚生病院 療養病棟看護スタッフ

　

病
院
の
病
床
に
は
種
類
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、

一
般
病
床
と
療
養
病
床
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

医療保険 介護保険
病院・診療所

療養病床

老健・介護医療院など
長期 療養病床

主に慢性期の
医療区分１が対象

長期

その他
● 特別養護老人ホーム
● 有料老人ホーム
● グループホーム
● サービス付き
  高齢者向け住宅など

その他
● 精神病床
● 結核病床
● 感染症病床
● 有床診療所／一般・療養

一般病床
主に急性期の
治療・検査が対象

短期

主に慢性期の
医療区分２～３
が対象

医療・介護施設における病床イメージ（厚労省資料参照）

内
視
鏡
で
炎
症
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
が
ん
防
止
も

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
消
化
器
内
科
　
津
田
信
吾 

医
師

　
　

意
外
と
多
い「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

診
察
内
容
を
紹
介

綾
瀬
厚
生
病
院
・
療
養
病
棟
ス
タ
ッ
フ
よ
り

　
「
看
護
疲
れ
、入
院
準
備
…
。

　
　
　

ご
家
族
の
不
安
も
払
拭
す
る
病
棟
で
す
」

病
床
で
異
な
る
入
院
期
間
や
診
療
料
金
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